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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

請

　
　願

新
聞
へ
の
消
費
税
軽
減
税
率
適
用
を

求
め
る
請
願

請
　願
　者

群
馬
県
新
聞
販
売
組
合

理
事
長 

金
井
　
美
次

紹
介
議
員

浅
見
　
武
志

内
容

消
費
税
の
増
税
に
よ
り
、
国
民
の
新

聞
離
れ
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
国

民
の
知
的
水
準
や
社
会
的
関
心
の
低
下
を
招
く

だ
け
で
な
く
、
新
聞
販
売
店
の
経
営
に
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
、
雇
用
の
悪
化
を
招
き
ま
す
。

政
府
は
、
消
費
税
の
複
数
税
率
導
入
に
慎
重
な

姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
国
々
で
は

品
目
別
の
税
率
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
新
聞
や

書
籍
は
先
進
国
を
中
心
に
軽
減
税
率
の
対
象
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
勘
案
し
、「
新
聞
へ
の
消

費
税
へ
の
軽
減
税
率
適
用
を
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
を
、
玉
村
町
議
会
に
求
め
て
い
る
も
の

で
す
。総

務
常
任
委
員
会

　採
択
（
賛
成
全
員
）

本
会
議 

採 

択
（
賛
成
全
員
）

議
員
提
出
議
案 

国
に
意
見
書
を
提
出

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

６月定例会では、請願２件・陳情１件 を審査しました

案
　
件
　
名

結
　
　
　
果

原
　
秀
　
　
夫

渡
辺
俊
彦

石
内
國
雄

笠
原
則
孝

斉
藤
嘉
和

備
前
島
久
仁
子

筑
井
あ
け
み

島
田
榮
一

町
田
宗
宏

三
友
美
惠
子

髙
橋
茂
樹

浅
見
武
志

石
川
眞
男

宇
津
木
治
宣

川
端
宏
和

柳
沢
浩
一

「
最
低
賃
金
の
改
善
と

中
小
企
業
支
援
策
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書
」

提
出
に
つ
い
て
の
請
願

請
願
審
査

採

択
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長

意
見
書
提
出

原
案
可
決

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長

〈賛否が分かれた案件の内訳〉　賛成：○　反対：×　（審議した議案等の一覧と審議結果はホームページに掲載しています）

「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小

企
業
支
援
策
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
書
」
提
出
に
つ
い

て
の
請
願

請
　願
　
者

群
馬
県
労
働
組
合
会
議

議
長 

真
砂
　
貞
夫

紹
介
議
員

宇
津
木
　
治
宣

内
容

低
す
ぎ
る
最
低
賃
金
を
大

幅
に
引
き
上
げ
、
働
く
貧
困
層
を
な

く
す
た
め
、
最
低
賃
金
制
度
の
改
善

と
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
に
関

し
、
国
及
び
群
馬
労
働
局
長
に
対
し

て
「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業

支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」

提
出
を
玉
村
町
議
会
に
求
め
て
い
る

も
の
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会

　
採
択

（
採
択
３
人
・
趣
旨
採
択
１
人
）

本
会
議 

採 

択

（
賛
成
14
人
・
反
対
１
人
）

議
員
提
出
議
案 

国
に
意
見
書
を
提
出

原
案
可
決
（
賛
成
13
人
・
反
対
２
人
）

陳

　
　情

「
協
働
労
働
の
協
同
組
合
法
（
仮
称
）」

の
速
や
か
な
る
制
定
を
求
め
る
意
見

書
に
関
す
る
陳
情
書

陳
　情
　者

日
本
労
働
者
協
同
組
合
（
ワ
ー
カ
ー
ズ

コ
ー
プ
）
連
合
会 

北
関
東
事
業
本
部

群
馬
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
村
上
　
博
典

内
容

「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
」
は
、
組
合
に
参

加
す
る
人
全
て
が
協
同
で
出
資
し
、
協
同
で
経
営
し
、

協
同
で
働
く
形
を
と
っ
て
お
り
、
働
く
こ
と
を
通
じ
て

「
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
を
目
指
す
」活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の「
協

同
労
働
」
と
い
う
形
で
働
く
10
万
人
以
上
の
労
働
者

が
、
働
き
方
に
見
合
っ
た
「
法
人
格
」
が
欲
し
い
と
し

て
、
法
的
保
護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
を
勘
案
し
、「「
協
同
労
働
の
協

同
組
合
法
（
仮
称
）」
の
速
や
か
な
る
制
定
を
求
め
る

意
見
書
」
の
提
出
を
、
玉
村
町
議
会
に
求
め
て
い
る

も
の
で
す
。

　

本
陳
情
は
、
３
月
定
例
会
で
継
続
審
査
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

　採
択
（
賛
成
全
員
）

本
会
議 

採 

択
（
賛
成
全
員
）

議
員
提
出
議
案 

国
に
意
見
書
を
提
出

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）


